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志谷　美奈子【

自分が中学生の時､将来の夢なんて何も考えていなかった｡なりたい職
業もあこがれの職種もなくただ漠然と高校生にはならなきやいけないんだな､

とだけ｡

高校生になり､ワープロ･韓記等の事務系の勉強を始め､そこで初めて
自分が夢中になってやれる事を見つけた｡

放戦後に職員室のワープロを借り一心不乱に打ち込んでいたo数ヶ月で
教えてくれていた先生と立場が逆転するまでになった｡
1年前､左手の神経をおかしくするまでずっとワープロの仕事を続けて
いた｡受験しなくても入れる高校と安易に決めたが､今でも入学して良か
ったと思っている｡

そして今年､娘が高校を受験する｡

成練は下の下だが､ ′ト学校､中学校と普通の子として一緒に成長してほ
しいと願い､普通学級で過ごさせていたが､親の希望と見栄の中､心苦し
い思いも多かっただろう｡

受験できる所は限られているが､今回初めて養護高等学校も連択版に入
れた｡金蔵的な閉居も大きいが､娘の将来と現状､取り払えない見栄｡そ
して私と同じように夢中になれる事を見つけてほしい期待｡

雪の残る席上の春が､我が家の春になる事を祈る｡

もく　じ

巻頭言･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ I ･ ･

新年交流会のお知らせ･ ･ ･ - ･

釧路保堆所-の要望書堆出と回答書
難病医療神助見直しに対する声･ ･

釧嶺地区合同レクリエーション報告
健康まつり報告･ . ･ ･ ･ ･ ･ ･ .

各部会の活動報告1 . ･ ･ ･ - ･

事務局だより･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

年実状､〆飾り販売報告. ･ ･ . ･

釧路市四市町村合併に伴う支恥報告
トーチラン報告･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ -

新開記事. ･ ･ I ･ ･ ･ . ･ ･ ･ ･

群集後記- ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ . ･

1
2
3
8
7
8
9
1
 
2
1
 
3
_
 
4
1
 
5
1
6
1
 
8



2005年の幕が開きました｡良い年であるよう願い､毎年恒例の『新年交流

会』を下記の日程で行います｡
一年(=一度の釧路支部の交流会ですので､薬しいひとときをあ仲間と一緒に

過ごしませんか｡是非皆さんの参加をお待ちしています｡各部会の新年会と
してもご利用下さい｡

記 

･日時:平成17年2月13日(日)ll:30-14:00 

･会場:アクアベール(旧栄町会館)3階栄樹の間 

栄町8-3Te123-8211 
･参加費:2,000円(1人)′ト学生以下は1,000円(1人) 

食事､飲み物付き豪華景品もあるよ! 
(家族付き添いの方も同額とさせて頂きます) 

※今年のゲストは市内各イベントを中心に活動している｢フレンズ｣のお二

人を迎え､唱歌から歌辞曲まで素敵な歌を披露して頂きます.
ボーカル担当の方は難病のため車イス生活を送っています｡

その他カラオケ､ビンゴゲームなど楽しい企画を用意していますD

参加される方は各部会に申込みして下さい｡
部会は参加者をとりまとめて2月10日まで事務局
(さわやか釧路　Te125-2012/Fax25-2042)に連絡して下さい

釧路地域に部会が設立されていない会員の方は直接事務局
(さわやか釧路)まで申し込んで下さい｡
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該当者への

特疾南
特疾更
求める要望書を釧路保健所へ提出!

支部長　佐藤　借洋

特定疾患の制度が昭和47年にできてから､平成15年までは､特定疾患医療

受給者更新申碑用紙は保健所から蕨当者-郵送されておりましたが､今年度
から行政の見直しにより該当者が直接､釧路保健所(又は大病院､町村役場)

まで受け取りに行く手となりました｡

この事は､私たち難病患者･陣がい着には重い負担となります事から､去

る10月22日(金)に難病連釧路支部より佐藤支部長､小乗･尾崎･今野副支

部長､市村事務局長の5人で釧路保健所を訪問､要望手を提出してきました｡
釧路保健所から荒田所長､直枝次長､細川健康推進課長､石川係長の4名に
対応して頂き､特疾申請用紙の郵送と特疾更新申請の郵送申請を静めてもら
う事を強く要望してきました｡

要望事とそれに対する釧路保健所からの回答を掲載して報告と致します｡
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平成16年10月22日

北海道釧路保健所
I

所長　荒田　吉彦　様

釧路市堀川町5番16号

財団法人　北海道難病連釧路支部

支部長　佐藤　倍洋

TelO154-25-2012　FaxO154-25-2042

｢要望書の提出について｣

日頃より､難病連釧路支部の活動に対しまして､深いご理解とご支援を心
より感謝申し上げます｡

現在の､私たち難病患者･障事者とその家族をとりまく状況は､急速な高
齢化による医療費の増大と､国､道､市町村の財政悪化により､平成13年よ
り特定疾患医療受給者の一部個人負担の導入､平成15年より同一部個人負担
に所得別制の導入､平成16年より重度障害者に対する所得による一部自己負

担の導入､道単独特定疾患事業の大幅縮小が行われ､ますます厳しくなって
きております｡

下記により要望書を提出致します｡

要望書
要望事項
1 ､特定疾患医療受給者証更新申帝用紙は保健所から蕨当者-郵送して下さ
い｡

2 ,特定疾患医療受給者証の更新申請は､骸当者が保健所-郵送申請するこ
とを絡めて下さい.

主　旨

昨年まで､申請用紙は骸当者宛に郵送されてきておりましたが､今年より､
該当者がそれぞれ釧路保健所(又は病院､町村役場) -取りに行く手に変更
となり､提出も併せ難病患者に多大な負担をもたらしております｡
このことにより､今年の対象者3,800人に対して多くの方が手続きをせずに

おります｡道内の大部分の保健所では提出を含めて郵送を盲瓢めており､今後､
釧路保健所においても､ぜひとも郵送にての継続申緒の案内､事類の送付及
び郵送にての提出を落めるよう強く要望致します｡
参考-平成16年*用紙を骸当者に郵送した保健所(一部)

札幌､旭川､函館､苫小牧､稚内､北見､網走､紋別､渡島､
根室
*用紙を核当者に郵送しなかった保健所(一部)

釧路､中標津､帯広
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釧保健第1169号

平成16年11月8日

財団法人北海道難病連釧路支部
支　部　長　　佐　藤　借　洋　様

北海道釧路保健所長　荒　田　吉　彦

(北海道保健福祉事務所保健副支部長)

要望書の操出について(回答)

平成16年10月22日付け要望のありましたこのことについて､次のとおり回

答しますo

記

要望事項
1　特定疾患医療受給考証更新申請用紙を保健所から咳当者-郵送して下さ
い｡

回答:郵送にかかる費用が多額であることから､道本庁とも協鼓し予算の
確保に努めて参ります｡
また､更新手続きが一度で済むよう申請用紙を病院からも交付し(
てもらえるよう各医療機関-依頼して参ります0

2特定疾患医療受給者証の更新申雛､骸当者が保健所へ郵送帽するこ●
とを藩めて下さい｡

回答:申請内容に不備があった場合に､やり取りに時間がかかることから､
窓口での申請をお願いしているものですが､郵送による申請も受け
付けています｡
なお､本人以外のご家族による振出も受け付けていますので､ご

協力をお願いします｡

(健康推進課保健予防係)
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難病医療補助見直しに対する繁

お金の切れ目は､命の切れ目

釧根肝友会　小栗　恒穂

昨年の夏は全国的に猛暑となり､秋も何となく暖かい日が続いていました
が､ 12月には釧路沖地窯､暴風雪と続き､地球上の温暖化の影響でしょうか?｡

i L雷雲漂霊宝墓誌誌島屋三笠志㌫孟去ヲミ悪霊嘉誓嘉孟on慧芸豊富蓋諾
ち切りです｡肝炎24, 000人､橋本病16, 000人､助成総額は2003年度美津で44

億札肝炎患者は45%､橋本病患者は95%が打ち切りとなり､道は助成額を
3分の2-半分程度に圧縮できると試算しています｡
一部症例が少なく､治療法が確立されていないから助成を継続するとのこと

です､難治性肝炎､橋本病を標的にしたとしか思われません｡難病患者-の
医療助成費､特に母子家庭､重度心身障害者-の医療費はどうなるのでしょ
うか｡私達､難病患者や障害者など9団体が9月14日｢医療費助成制度継続｣
をと､伊東市長に要望春を連出しました｡伊東市長は市財政の厳しい現状を
鋭明､市の｢福祉政策を後退させるつもりはなく､要望は真剣に受け止め道
-も知事､幹部に要望する｣と答えて下さいました｡

17年度以降は厳しい状況です.私達一人一人が知事､議会に訴えなければな
りません｡

b'難病治療補助見直しについて

橋本病友の会　釧路連絡会　内山　由貴子

2, 3年前より特定疾患の見直しの対象にされた私たちの病気｡
いよいよ来年で打ち切りと新開記事を読み､ついに来てしまったという感じ
です｡

病気の重い人は切らない､ 90%は打ち切り｡

薬を飲み､難病と言われているのに､ただ人数が多いからと音われています
が､誰も病気になりたくてなったわけではありません｡

たまたま付いた病気の名前が難病でした｡
今まで沢山の方の協力を得て頑張ってきました｡

最後まで諦めないで会員さん連と頑張っていきたいと思います｡

-6-



難病連合同レクリエーションに参加して

藤原病友の会　釧路地区連絡会　上野　鈴奈

去る9月12日､難連の合同レクに参加させて頂きました｡

音別でのパークゴルフは見事に最下位､しかも参加者の中ではおそらく一

番年齢の若いはずの私が一番-ぼっていて､順番待ちの時間に芝生に座り込

む有様-｡己の体力の無さを再罷稚すると共に､参加して良かったと思える

楽しい一日でした｡

何より行き帰りに寄った恋閉館!｡何年ぶりかも思い出せぬ砂浜に何とも

言えぬ喜びが湧き溢れました｡が､その為に帰りは集合時間に遅れてしまい､

恥の上塗り｡皆様にはご迷惑をかけどおしの一日でもありました｡
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健康まつり報告

10月3日(日)今年も釧路市主催の｢くしろ健康まつり2004｣が国際交流
センターを会場に開催されました｡
この日は健康について広い知言放をもとうと､各コーナーが設けられ､ステー
ジ上では色々なプログラムも企画され､多くの市民で会場内は賑わっていま
した｡

釧路支部も協力団体として難病相談コーナーを設置し､支部役員6名が､訪
れた相鉄者5名の方-対応に当たり､お話を聞く事ができました｡又ボラン
ティア2名の方に協力を頂きJPC国会請願の署名活動も合わせて行い､支部の
活動をアピールする事ができました｡

(報告　市村)



謬原宿医療講演会を終えて

釧路地区連絡会　鈴木　裕子

今年､釧路地区発足20周年を記念して､去る9月25日に交流プラザさいわ
いにて､医療津波会を開催しました｡

講師に北大の渥美達也先生をお迎えして｢勝原病の治療の進歩について｣
と題し講演して頂きました｡
当日は雨模様という予報で､とても心配しましたが､どうにかお天気がも
ってくれてホッとしました｡
一部の新聞報道が当日の朝というアクシデントにもかかわらず､ 55名の参

加があり､遠くは十勝や根室からも会員さんが駆けつけて下さったり､渥美
先生が昨年､日赤病院で勝原病外来を担当して下さったおかげで､日赤の医
療関係者の方々もいらして下さいました｡
前半は勝原病の分類から始まり､自己免疫についての分かり易い貌明と共
に､現在使われているステロイドや免疫抑制剤の問題点や生物学的製剤など
副作用の少ない新薬の開発が進められているという､私達患者にとって明る
い展望が期待できるお話しで締めくくって頂きましたo参加された多くの方々

が希望を持たれた事でしょう｡
後半は事前に皆さんに幸いて頂いた質問に対して､丁寧に回答して頂き､
質問された方々も納得された事と思います｡

:,:ii__;i:曇…章チ三∵室_i;I-:_ i-;I-L::: -三三三二i
ができました｡本当にありがとうございました｡

酪--一一一一一一　　一一　一一一　　一一一一一一--一一一一一一一一一一~-~~

釧路地区連絡会　細川　弥生

去る10月23日土曜日､プラザさいわにて茶話会･ビデオ上映会を開催しま
した.

上映したビデオは今年8月に小粋市で開催された｢難病患者･陣書者と家族
の全道集会｣ 2日目の医療講演会を録画したものです｡約1時間にまとめた
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ものを上映し､その後､昼食をとりながら楽しい時間を過ごす事ができました｡
時節柄体調を崩される方が多く参加人数は少なめでしたが､お互いの近況を伝
え合ったり､特定疾患事業の事や重度医療の件など話題は多岐に分かれました
が､その割には茶話会らしくゆっくりとお話しする事ができたので良かったと

患います｡

釧路連絡会　内山　由貴子

ー今年もあと半月で終わり｡

● 8芳諾ここ等?誌を認覧譜賢も4BEiLe禦2D ｡でしたが､楽しい肺

の一つでした｡

そして秋の小旅行､阿寒湖畔-2泊3日｡紅葉にはまだ早かったのですが､
ホテルの近くを散策し､美味しいものを沢山食べ､話しも沢山(少し足りな
かったかも)し､楽しい旅行でした｡

今後どうなるか分からない私達の会ですが､これから先もよい事がありま
すようにと思いながら帰ってきました｡
来年は新年交流会の予定をしております｡

釧根地区連絡会交流会を終えて

釧根連絡会　青田　典子

10月17日(日)東急インにて交流会を行ないました｡

昨年からの取り組みで､札幌本部の皆さんが､各地域に出向いて､希望､
要望を聞いてくれ､私達地域の患者にとっては､全道･全国の話しを生で聞
ける良い機会を作ってくれました｡
釧根地区は広く､今回は､残念ながら､釧路地区､ 6名の参加になってし
まいましたが､それぞれの皆さんが､出向いて良かったと思える､交流会に
なってくれたかなと思っています｡
私自身､多少､体調が悪くても､この会には､札幌-も出掛けて行きます｡
必ず一つ二つ､ ｢得した!｣という思いと､元気と希望をもらって帰ってき

ます｡

来年度の計画も話し合いがなされ､会の患者だけではなく､広く筋無力症
の患者､皆さんの為の交流会を開催出来ればと思っています｡

-10-



釧路地区連絡会　荒川　美恵

博髄′ト脳変性症｣は､原因不明の進行性の病気です｡身体のふらつきか
ら始まって､字が幸きにくい､歩きにくいなど手足の不自由さ､飲み込みや

話しにくさ､排尿障書､眼振あるいは起立性低血圧､睡眠時無呼吸症状など
を伴いますが､症状や進行の度合いは､一人一人異なり千差万別です｡

友の会釧路地区連絡会は､ 2001年佐藤倍洋釧路支部長のご尽力により､神
利恵子事務局長を中心に発足しました｡現在､会員は22名です｡家に閉じこ
もりがちになりやすく､まだお会いする機会がない方も多く､お互いに顔を
合わせ､葡す事が心身のリハビリにもつながるのではと考え､ 10月2日は｢患
者･家族の医療相談会及び交流会｣ ､ 11月27日には､会員同士の交流会を行
いました｡

10月2日には､会場の｢プラザさいわい｣に会員及びご家族の方々が8名･

会員以外のご家族やご夫婦､友人の方々が10名参加し､当日､ 3名の方が会
員になりました｡
ご自身が患者でもある長村勝人北海道友の会会長や役員の方2名(1名は
車イス)が札幌から､浅野いずみ釧路保健所保健師､耗病連釧路支部役員3
名の方々にも参加いただき､日常生活の状態や悩み､要望などを話し､助音
をいただきました｡中でも釧路保健所には､特定疾患医療受給者証の貫新手
続きについて強い要望が出されました｡従来どおり通知や関係事類は､直接､
本人宛郵送すること､又､受付業務の方には､熟知した方をお願いしたいと
言うことでした｡

又､ 11月27日の交流会では､ 5名の参加者で昼食をとりながら病歴や現在､
抱えている問題などについて話し合いました｡
病院や治療法､薬について､進行して不自由になっていく体に対応する住

∫

荒屋碧雲呈…禁字謂豊悪霊詰窒去寄書琶霊讐崇芸器等讐宗讐1+
白の思いをお互いに､より理解し合う場になったように思います｡
今後は､病気をよく知
るための医療終演会や､
更にお互いに顔を合わせ
理解し合う交流の場を多
く持っていけたらと思い
ます｡

て､､

[二]

北斗jf～+小月変性癌友の会
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事務局だより

◎2004年度
(財)北海道難病連
道東地区支部役員研修会が開催されます

日　程: 2月19日(土)

～20日(日)中標~津支部

■l

◎難病連相鉄室を開設しています

日　時:毎週　月～金　AM　9:00-12 :00

場　所:軒病連釧務支部内相教室
釧路市堀川町5-16　｢さわやか釧路｣
TEL 0154-25-2012　FAX　25-2042

4
◎ご協力ありがとうございました

寄　付-未使用ハガキ140枚
パーキンソン病部会　久本定吉氏より
コーラ他飲み物6ケース

北海道コカコーラボトリング(樵)

鮭1函(8匹)

丸高水産(樵)

募金箱-昆布森　加藤商店
(二分脊椎症児の部会) ～5, 080円

標茶町　ホテルテレ-ノ～6,0ち2円

以上､敬称は省略させて頂きます｡



《年賞状印刷･〆飾り販売の結果報告》

私たち難病患者.障害者の働く場所として､平成10年6月に設立した障害者地域
共同作業所｢さわやか釧路｣の仕事として､又､各部会の活動資金の獲得のために
平成11年より行っております年賀状印刷･〆飾りの販売の平成16年の取り扱い状況
を下育巳の通り報告致します｡
年賀状印刷は毎年の事ながら､パソコンの普及と､高齢化社会が原因により･取
扱金額は9.8%の減少となりました｡今後は､お一人お一人のきめ細かな協力が必要
です｡

〆飾りは他と比べて｢低価格､高品質､箱入り｣と青う書で､昨年比16･4%増と

なり､昨年を除き毎年増額となっていますので､今後もこの状況が続けばと腐って
おります｡

9!ま憲/l豊筑岩+4鐙諾豊諜禁禁莞芸謡畠忘違憲tbe
れます｡
全体的には1.3%の微減となり､昨年とほぼ同額でした｡
各部会会員の皆様､平成17年度も是非ご利用を宜しくお願いします｡

都会名 僣H�2�劒Xﾘxﾇb�昨年度比 ■% ��
･年.賀 (/､ガキ代金除) 刄�-縄 定4�8ｨ�ｸ5x6�8ｲ�誼駝ﾂ�

腎友会 涛#津�C��鉄�cｳ������31;350■ ������ﾃCscｳCs����▲10二0- 

肝炎 塔づ鼎�ﾒ���12,100 ����ﾃ�C��▲26.4 

パーキンソン �#2ﾃS�����bﾃSs�� 鼎�ﾃ����▲12.7 

ベ-チエ.ツト 售�rﾃ3s���2ﾂﾒ緜���- �#�蔦�S��△-73.3. 

オストミー 偵づCC��偵"ﾃb繝�� 呈ﾆﾂﾃ�#��▲1_.2 

多発性硬化症 釘�280- 途ﾃ3��ﾒ� �����ﾃS����▲6.1- 

藤原病, 塔R�190. 都づCc���2,850- ��cbﾃS����△85.6. 
~リウマチ 迭ﾃ�s���� 迭ﾃ�s��▲43.1 

-橋本病 �#Rﾂ經S���#wｳS���820 肇S2ﾂ纉c��△25.9 

筋無力症 偵�6sSc��偵つ��C�� 偵�bﾃc���▲39.3 ��

二分脊椎 湯�3110. ��bﾃ������ �#bﾃ�#��J▲26.4 

後納帯 �3bﾃ�s���涛bﾃ3��ﾒ� ��3"ﾃSS�ﾒ�△41.0- 

小鳩会 ���32ﾃS3����3な��田�� 都"ﾃC���△63.3 

脊髄小脳 ��途ﾇ�ﾃS�� 途ﾂ��S��△1.9 

難病連釧路支部 鼎bﾃC3��鼎bﾃ����7,510 涛津�#��△340.0 

小計 ��ﾃ3"��ﾃC���塔cBﾃャ�ﾒ�54;630- 蔦#ｳ#C�ﾃ���ﾒ�△0.4 

さわやか釧路 都��ﾃ田R�鉄�2ﾃcs��36,470 ��ﾃ#C�ﾃ��R�▲4.3 

その他 �#sRﾃs#����3rﾃ�C��19,850 鼎3"ﾃc���▲9.4 

合計 �"ﾃ#唐ﾂ��sR�售�ﾃS�Rﾂ經���･1.10,950 �2ﾂﾓ��Bﾃs�R�▲-1.3 

昨年 �"ﾃSCづS3����ﾃ#�2ﾃC���123,200 �2ﾃ田Rﾃ##�� 

昨年比 ��3�+�３���#�b紕R�▲9J.9% ��3��2R� 
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｢釧路四市町合併に伴う支部合併について｣

支部長　佐藤　倍洋

去る9月25日(土)に､釧務支部､白糠音別支部､阿寒支部の三支部長

が､釧路支部の事務所に集まり､四市町の合併が平成1 7年1 0月1 1日の

予定と決定的になったことから､合併後の各支部の対応について第1回目の

協議をしました｡約2時間の協磯の結果､基本方針のみ決定し.細部につい
ては四市町合併協議会の推移をみながら､支部としての対応を､次回以降三

rL支部長会蝕で協議することになりました｡

●

*主な協議事項

1､釧路･白糠音別一阿寒の三支部を合併し､釧路支部とする｡

白糠音別､阿寒の2支部をそれぞれ釧路支部の分会とする｡

2､分会となる白糠音別･阿寒支部は原則として､今まで通りの活動を継続
するD

3､合併後は､分会からも役員選出し､釧路支部の運営に参画する｡

4､合併の予定日を平成18年3月31日とする｡

5､平成1 7年度については事業計画どおり本年度(1 6年度)事業の実額
をふまえて各支部で計画立案する｡

6 ､平成1 8年度の事業計画は､合併後の新支部体制で企画立案する｡

7､共通の事業(合同レク･役貞研修･国会請願)については､新支部とな

る釧路支部の事業として放り組む｡その他の事業については､各分会で
計画立案し､括動する｡

-14-
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スぺ=)やルオリンピックス
冬季世界大会(長野大会)

｢500万人トーチランin釧路｣に参加しました｡

小鳩会釧路分会　市村　由紀子

去る10月10日､今年2月に長野で開幕する｢スペシャルオリンピックス冬

季世界大会｣を前にトーチ(聖火)ランが釧路市で行われ釧路分会も約3 0
の参加団体の中に加わり､アスリート5名､伴走者として3名が参加しまし　.守

たo

この日は､同じ会場で開かれた｢くしろスポーツフェスティバル2004｣の

昼のセレモニーとして行われ､バルセロナ五輪金メダリストの岩崎恭子さん

をゲストランナーに､知的障害者と伴走者､家族や市民約200名が一緒に競技

場のトラックを100,200メートルずつトーチを持ってリレーし､約1500メート

ルのコースを走りました｡

アスリートとして岩崎悠衣さん(小3) ､千葉純花さん(′｣､4) ､市村純

くん(小5) ､大藤花歩さん(′ト6) ､阿部めるもさん(中2)の5名が

､伴走者として母親3名が行動を共にしました｡また､作業所で働く仲間と
一緒に田名部伸雄さん､松浦理恵さんのふたりが参加していました｡みんな

初めての体験のため､緊張した表情でトーチを手にしていたのが印象的でし

た｡最後に参加したみんなの手で､聖火台に火が灯され､とても感動的なシ
ーンを味わう事ができました｡ ｢参加して良かったね｡ ｣と思い出に残る貴

重な経験でした｡

次の日には北海道薪
閑や地元の新聞に大き
く報道され､スペシャ

ルオリンピックスを広

く皆さんに伝える事が
できました｡今回のト
ーチランに参加するに

あたり､難病連釧路支

部より伴走者の参加費
の一部を負担して頂い

たことも併せて報告い

たします｡
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㌔.やせ網軸派遣先帽限会社やまだ』様が
平成1 6年脚l路市障育青果用有料事業所_　　.･.-　▲.■▲.　■　　　●

表彰を受賞!

障賓者地域共同作業所｢さわやか釧路｣
が平成11年より･弁当の製造､配達及びパ

′)ソコン入力作業のため3人を派遺させて頂

●いております有限会社やまだ様は､難病連
釧路支部の推薦により平成16年度釧路市障
害者雇用優良事業所の表彰を12月20日に釧
路市､伊東市長(代理松倉副市長)より受
けました｡

同社はJR釧路駅に弁当･おにぎりの売

店がある老舗で､釧路市民の間ではかなり

有名です｡

今回の受賞に同社山田社長､中村専務は
じめ､私達も大変喜んでおります｡
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だんなも､子供も居ない､独身貴族の私ですが､親は2人居て､年
相応の身体になり､ ｢父ちゃん元気かい?｣ ｢母ちゃん大丈夫｡ ｣と

動き回っています｡父は頑臥母は気丈と､なかなか子供の青う事な
ど聞いてくれませんが､親の為に動ける事に感謝しています｡
寒さがきびしくなってきましたので､父ちゃん､母ちゃんは子供の
為にも､風邪などひかぬ様､気を付けて下さい｡子供はとても心配な
のですo

美女､三人と笑いあった苦しい編集時間をありがとう目しあわせ
なひとときでした｡

新年度は､ぜひ､新しい仲間が加わることを期待しています｡

新年を迎え､新たな気特でスタートです｡
まだまだ冬の厳しい寒さは続きそうですが､春よ早く来い!と切に願
う毎日です｡
今年1年　良い年でありますように｡

災事のニュース､戦懐するようなニュースの何と多い事｡
人間の性夢税を信じ､穏やかな年であるよういのるばかり｡
?十年凍りに深夜の年明け早々､初詣に行って来ましたo

私のミトコンドリア病は希少耗病なので､同病の方との出会いもな
く､情報も得られず､心細くもありました｡
でも､去年､初めてお話しする事ができ､その喜びを改めて痛感しま
した｡これこそ難病連のメリットだと患い､ ｢なんれん｣はその一葉

を担っている事を再審織しながら､今年もお手伝いさせてもらうつも
りです｡
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わたしたちも′赤い羽根
共同募金に協力しています｡

′　　一　　　′′

iI

赤い羽根共同募金運動は､地域のさまざまな福

祉活動を支えていますo昨年みなさまから寄せ

られた寄付金は､わたしたちの施設にも届きま

ましたJ　　　　　　　/蒜蒜､-､＼

可無幹.
＼･- ･-______･一一一

今年もみなさまのご協力を

お餅いいたしますU

みんなの力が支えています
根共同募金

H S Kなんれんく　しろ

HKSなんれん(しろ　t43号　　FC和48年1月1 3E]*三4■tQ甘可
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